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This study investigated the features and career consciousness of the first-year college students. 
We determined the necessary content of the career education program and examined how the 
program influenced the students’ career perspectives. We performed a questionnaire before and 
after the career education course entitled "Introduction to Career”. 
Over the three-year period, total of 1737 students took the course and answered the 
questionnaire. The results showed that, among the basic skills considered necessary to work as 
adult members of the society, the students felt they were weakest in “action” but were strongest 
in "team work”. The results also showed that more students felt they had a strength in the ability 
to form relationships with others, but less students felt they had a strength in the ability to 
influence others. Furthermore, the results indicated that, by taking the career education course, 
the students felt that 1. they had more opportunities to consider their careers, 2. they had clearer 
career goals, 3. they had more specific objectives on their college lives, and 4. they felt less 
anxious about their futures. Finally, while the results showed that the career education program 
had an overall favorable effect on the students in all 9 departments surveyed, the degrees of the 
effects were different among different departments. This suggests that each department needs 
to modify the content of the career education program according to their students’ needs. 
 












学数は、平成 27 年度は全国の国公私立 776 大学




















生を対象とした質問紙調査を行った(2013 年 8 月
実施, 有効回答数 371, 対象 H22 年度及び H19 年
度卒業生 : 2016 年 8 月実施,有効回答数 603, 対象















































































3. 調査 1 1 年生のキャリア意識 
3.1 調査 1 方法 
1 年次に開講されるキャリア教育科目「キャリ
ア入門」の初回講義 (H28 年度 12 月, H29・30 年
度 4 月実施)で質問紙による調査を行った。回答に
は長崎大学主体的学習促進支援システム(LACS)
の smart clicker を使用し、学生のキャリア意識に
ついて尋ねた。質問内容は巻末資料に示す。 
3.2 調査 1 調査対象者 
筆者の所属する長崎大学で平成 28 年度、29 年
度、30 年度に 1 年次のキャリア教育科目「キャリ
ア入門」を受講した学生(H28 年度 652 名:男性 376
名・女性 276 名、H29 年度 572 名:男性 302 名・女
性 270 名、H30 年度 691 名:男性 369 名・女性 322
名)を調査対象者とし、学生 1757 名（H28 年度 571
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職・進学において希望するところに合格できるか」
(H28 年度が 16.8％、H29 年度 16.3％、H30 年度が
15.9％)と「自分の能力をいかせる職業選択ができ
るか」(H28 年度が 16.5％、H29 年度 16.2％、H30
年度が 16.1％)がほぼ同数で一番多かった。ついで
「自分の望むこと、進みたい方向性が見えない」






を超えていた(H28 年度 52.1％、H29 年度 53.4％、
H30 年度 55.4％)。 
 
 







た(H28 年度 30.8％、H29 年度 32.9％、H30 年度
33.7％)。 
具体的な目標について毎年一番多いのが「学業」
(H28年度 41.9％、H29年度 26.5％、H30年度 25.3％)
で、ついで「資格取得」(H28 年度 14.9％、H29 年
度 15.3％、H30 年度 15.4％)、「部活・サークル」
(H28 年度 4.0％、H29 年度 14.6％、H30 年度 15.0％)
と「アルバイト」(H28年度 4.0％、H29年度 14.9％、











で働く力」の 3 つの能力と 12 の能力要素から構
成されている。平成 28 年度「キャリア入門」を受
講した 1 年生 535 人(医 68 人、環境 64 人、教育 17
人、経済 144 人、工 122 人、歯 19 人、水 33 人、
多文化 32 人、薬 36 人)に自分の社会人基礎力につ







表 1 社会人基礎力自己評価 分散分析結果 (n＝535) 
 
 








































学生は平成 28 年度が平成 29・30 年度よりも 15～
6％多い。一方で「部活・サークル」を目標とする
学生は平成 28 年度が平成 29・30 年度よりも 10～
11％少なく、「アルバイト」が平成 28 年度の学生
が平成 29・30 年度よりも 8～10％少ない。これら
は開講時期の違いによるものであると考えられる。
平成 28 年度は第４Ｑ開講(12 月調査)であり、平成























4. 調査 2 学生の資質 
4.1 調査 2 方法 











わかる。今回は上位 5 つの資質について調査した。 
4.2 調査 2 調査対象者 
平成 29 年度と 30 年度に 1 年次のキャリア教育
科目「キャリア入門」を受講した学生(H29 年度 572
名:男性 302 名・女性 270 名、H30 年度 691 名:男
性 369 名・女性 322 名)を調査対象者とし、学生










ついて、1 位から 5 位のなかに含まれれば 1 点と





















について、1 位から 5 位のなかに含まれれば 1 点
とし平均値をもとめた。最低 0 点、最高 1 点とし
た値を順位尺度とみなし、ノンパラメトリック分








表 2 「実行力」の学部比較 分散分析結果 (n＝1153) 
   























































医学部 環境科学部 教育学部 経済学部 工学部 歯学部 水産学部 多文化社会学部 薬学部 合計
.00 22 23 10 42 46 10 10 26 20 209
.11 58 32 13 111 78 15 29 39 25 400
.22 43 35 10 87 98 11 21 20 24 349
.33 30 19 1 43 29 3 17 6 8 156
.44 3 5 0 7 9 2 2 1 6 35
.56 1 1 1 1 0 0 0 0 0 4
合計 157 115 35 291 260 41 79 92 83 1153



































を表 3 に記す。 
 






と一番多かった(Ｈ28 年度 172 人、Ｈ29 年度 197
人、Ｈ30 年度 249 人)。ついで「自分のことを知る
ことが出来た」が 378 人(Ｈ28 年度 148 人、Ｈ29
年度 98 人、Ｈ30 年度 132 人)、「様々な意見をき
けた」が 305 人(Ｈ28 年度 82 人、Ｈ29 年度 121 人、
Ｈ30 年度 102 人)、「目標・課題が明確になった」




5.2 調査 3 方法 




進支援システム(LACS)の smart clicker を使用し、
学生のキャリア意識について尋ねた(巻末資料参
照)。 
5.1 調査 3 調査対象者 
平成 28 年度、29 年度、30 年度に 1 年次のキャ
リア教育科目「キャリア入門」を受講した学生
(H28 年度 652 名:男性 376 名・女性 276 名、H29 年
度 572 名:男性 302 名・女性 270 名、H30 年度 691
名:男性 369 名・女性 322 名)を調査対象者とし、
学生 1757 名（H28 年度 571 名、H29 年度 513 名、







































































































n 平均値 SD 平均値 SD 講義 学部
多文化社会学部 85 2.60 .68 2.48 .80
教育学部 31 2.26 .45 2.19 .54
薬学部 68 2.21 .64 2.21 .61
水産学部 66 2.56 .73 2.38 .74
工学部 203 2.62 .71 2.43 .68
環境科学部 102 2.74 .66 2.51 .66
医学部 138 2.15 .65 1.93 .59
歯学部 38 2.11 .69 2.08 .59
経済学部 254 2.66 .73 2.58 .71




18.77 ** 16.85 **
 
n 平均値 SD 平均値 SD 講義 学部
多文化社会学部 85 2.60 .68 2.48 .80
教育学部 31 2.26 .45 2.19 .54
薬学部 68 2.21 .64 2.21 .61
水産学部 66 2.56 .73 2.38 .74
工学部 203 2.62 .71 2.43 .68
環境科学部 102 2.74 .66 2.51 .66
医学部 138 2.15 .65 1.93 .59
歯学部 38 2.11 .69 2.08 .59
経済学部 254 2.66 .73 2.58 .71




18.77 ** 16.85 **
n 平均値 SD 平均値 SD 講義 学部
多文化社会学部 85 1.56 .61 1.72 .61
教育学部 31 1.77 .50 1.90 .60
薬学部 68 1.88 .59 1.97 .65
水産学部 66 1.76 .53 1.91 .58
工学部 203 1.75 .57 1.81 .64
環境科学部 102 1.70 .56 1.74 .60
医学部 138 2.04 .54 2.07 .58
歯学部 38 1.97 .68 1.97 .64
経済学部 254 1.72 .59 1.74 .61








表 7 学部別具体的目標の有無 講義前後比較 
 











































































多文化社会学部 教育学部 薬学部 水産学部 工学部 環境科学部 医学部 歯学部 経済学部 合計
人数 93 66 92 75 253 97 189 51 174 1090 χ2 60.84
期待値 90.80 54.90 82.00 78.60 279.30 115.90 155.90 42.00 190.50 1090.00 自由度 8
残差 .40 2.70 2.00 -.70 -3.20 -3.30 5.00 2.50 -2.30 有意確率 p<.01
人数 41 15 29 41 159 74 41 11 107 518
期待値 43.20 26.10 39.00 37.40 132.70 55.10 74.10 20.00 90.50 518.00
残差 -.40 -2.70 -2.00 .70 3.20 3.30 -5.00 -2.50 2.30
人数 134 81 121 116 412 171 230 62 281 1608
期待値 134.00 81.00 121.00 116.00 412.00 171.00 230.00 62.00 281.00 1608.00
人数 73 26 57 52 163 84 127 34 173 789 χ2 41.16
期待値 67.40 24.90 54.50 52.90 162.80 81.80 110.70 30.50 203.70 789.00 自由度 8
残差 1.60 .50 .80 -.30 .00 .60 3.80 1.50 -5.60 有意確率 p<.01
人数 11 5 11 14 40 18 11 4 81 195
期待値 16.60 6.10 13.50 13.10 40.20 20.20 27.30 7.50 50.30 195.00
残差 -1.60 -.50 -.80 .30 .00 -.60 -3.80 -1.50 5.60
人数 84 31 68 66 203 102 138 38 254 984
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